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現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

1【意識確認中！】

【火元めがけて！】

【消防団による道路啓開訓練】

【災害用多機能型トイレカー】

大

貫

中

区

防

災

訓

練

【水消火器による消火訓練】

小

野

町

区

防

災

訓

練

大
貫
中
区
自
主
防
災
組
織
（
岡
田
秀
一
会
長
）
は
、

令
和
八
年
五
月
十
日
（
日
）
大
貫
中
区
公
民
館
に
て
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
公
民
館
ま
で
の
避
難
訓
練
を
実
施
。
地

区
ご
と
に
受
付
を
行
い
、
避
難
者
数
を
確
認
し
ま
し
た
。

次
に
、
水
消
火
器
を
使
用
し
て
初
期
消
火
訓
練
を
行

い
、
消
火
器
の
取
扱
い
要
領
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
を
実
施
。

た
く
さ
ん
の
方
が
体
験
し
ま
し
た
。

【避難者確認中！】

【水防工法訓練】

【警備犬による捜索訓練】

【救出救助訓練】

【本小路１区避難中】

【電気ショックを行います！】

令
和
８
年
度
延
岡
市
水
防
訓
練

小
野
町
区
自
主
防
災
組
織
（
尾
﨑
徳
一
会
長
）
は
、

令
和
八
年
五
月
十
日
（
日
）
小
野
営
農
集
会
所
に
て
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
避
難
訓
練
を
実
施
。
９
時
ま
で
に
営
農

集
会
所
へ
避
難
し
、
各
地
区
の
役
員
が
受
付
を
行
い
、

避
難
住
民
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

尾
﨑
会
長
か
ら
「
日
本
各
地
で
比
較
的
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
も
大
雨
に
よ
る
浸

水
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
対
応
力
強
化
の
た
め
、
今

後
も
訓
練
を
継
続
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

次
に
、
防
災
資
機
材
の
説
明
・
操
作
及
び
水
消
火
器

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
継
続
し
て

【地区ごとに避難者把握】

延
岡
市
消
防
本
部
（
田
口
寿
孝
消
防
長
）
は
、
令
和

八
年
五
月
十
七
日
（
日
）
古
川
町
の
五
ヶ
瀬
川
左
岸
河

川
敷
で
大
雨
や
台
風
に
備
え
た
「
令
和
８
年
度
延
岡
市

水
防
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

市
や
国
土
交
通
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
、
陸
上
自

衛
隊
第
４
３
普
通
科
連
隊
や
本
小
路
１
区
自
主
防
災
組

織
（
日
髙
多
津
子
会
長
）
、
岡
富
東
地
区
自
主
防
災
組

織
な
ど
１
９
機
関
か
ら
約
４
０
０
名
が
参
加
し
、
有
事

の
際
の
活
動
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

延
岡
市
消
防
団
は
、
土
の
う
を
使
っ
た
水
防
工
法
訓

練
や
道
路
啓
開
訓
練
（
倒
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
解

体
）
を
実
施
。
航
空
自
衛
隊
第
５
航
空
団
の
警
備
犬
に

よ
る
車
両
捜
索
訓
練
に
続
い
て
、
宮
崎
県
警
察
災
害
警

備
先
遣
隊
に
よ
る
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
た
救
出

救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
宮
崎
県
防
災
士
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
延
岡
支
部
は
、
佐
伯
市
か
ら
の
物
資
受
入
訓
練

を
お
こ
な
い
、
関
係
機
関
同
士
の
連
携
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
給
水
車
や
自
衛
隊
車
両

な
ど
を
展
示
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
作
成
体
験
や
ミ
ニ

チ
ュ
ア
を
使
っ
た
液
状
化
現
象
の
実
験
ブ
ー
ス
な
ど
に

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
が
所
有
す
る
ト
イ
レ
カ
ー
２
台
を
設

置
。
災
害
用
多
機
能
型
ト
イ
レ
カ
ー
は
、
車
い
す
や
オ

ス
ト
メ
イ
ト
な
ど
に
対
応
す
る
便
座
も
設
置
さ
れ
て
お

り
、
「
き
れ
い
で
利
用
し
や
す
い
。
災
害
時
の
ト
イ
レ

問
題
が
解
消
さ
れ
る
」
と
話
す
見
学
者
も
い
ま
し
た
。

訓
練
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
集
会
所
内
で
防
災
推
進
員
に
よ
る
地
震
発

生
時
の
対
応
や
事
前
の
備
え
に
つ
い
て
講
話
を
受
け
ま

し
た
。
最
後
に
、
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
を
実

施
し
、
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。



２

防災訓練・講話等予定

出 前 講 座

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７

FAX０９８５－５５－０４６７ ２ 【役員の皆さん】

７月 １日（水）
・粟野名町１区防災講話
午後７時～ 粟野名公民館

・旭児童館防災講話
午前１０時３０分〜  旭児童館

７月 ５日（日）
・沖田２区防災講話
午前１０時～ 旧沖田センター

７月１２日（日）
・無鹿２区防災訓練
午後９時～ 無鹿２区公民館

・桜ヶ丘公民館防災講話
午前１０時〜  桜ヶ丘公民館

７月１３日（月）
・ジュビアのべおか防災講話
午後１時３０分〜 社会福祉センター

７月１７日（金）
ガンガン石春風会防災講話
午前１０時〜大貫下公民館

７月２０日（月）
・上平原区いきいきサロン、

推進チーム合同防災訓練
午前１０時〜  上平原公民館

７月２５日（土）
・富美山みどり区防災訓練
午前１０時～ みどり区公民館

７月２６日（日）
・北古城区防災訓練
午前１０時～ 恒富中学校

・野田区防災講話
午前１０時〜  野田公民館

・富美山西１区防災訓練
午後 ２時～ 富美山コミセン

７月３０日（木）
・多機能事業所にじいろ防災講話
午前１０時～ 消防署

７月１４日（火）
・延岡市自主防災組織連絡協議会総会
午後 １時〜  野口遵記念館

尾

崎

区

防

災

講

話

昭
和
町
２
丁
目
南
区
防
災
講
話

【多くの参加者と松田会長挨拶】

○
鹿
狩
瀬
区
自
主
防
災
組
織

会
長

佐
藤

正
一

世
帯
数
４
７

令
和
八
年
五
月
十
九
日
に
結
成
し
ま
し
た

〇
桜
ヶ
丘
３
区
自
主
防
災
組
織

会
長

河
野

冨
士
子

世
帯
数
５
７

令
和
八
年
四
月
十
八
日
に
結
成
し
ま
し
た

新規結成

尾
崎
区
（
松
田
守
弘
会
長
）
自
主
防
災
組
織
は
、
令

和
八
年
五
月
十
日
（
日
）
に
尾
崎
町
営
農
集
会
所
で
防

災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

祝
子
川
沿
い
に
位
置
す
る
尾
崎
区
の

地
理
的
特
性
か
ら
令
和
6
年
１
０
月
大

雨
と
令
和
4
年
台
風
1
４
号
に
お
け
る

雨
の
降
り
方
を
比
較
し
た
後
、
洪
水
・

土
砂
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
よ
り
普
段
か
ら

の
備
え
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し

た
際
に
、
地
震
の
揺
れ
に
対
す
る
対
策

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
竜
巻
注
意
報
」
の
効
力
が

約
１
時
間
程
度
な
の
で
、
連
続
し
て
発
令
さ
た
と
き
は
、

台
風
対
策
に
準
じ
た
行
動
が
大
切
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

昭
和
町
二
丁
目
南
区
（
安
藤
宗
人
会
長
）
は
、
令
和

八
年
四
月
五
日
（
日
）
に
昭
和
町
市
営
第
二
集
会
場
で

総
会
後
に
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
昭
和
町
２
丁
目
周
辺
の

災
害
リ
ス
ク
の
説
明
を
受
け
た
後
、
新
た
に
発
表
さ
れ

鹿
狩
瀬
区
自
主
防
災
結
成
説
明
会

鹿
狩
瀬
自
主
防
災
組
織
（
佐
藤
昭
一
会
長
）
は
、
令

和
八
年
五
月
十
九
日
（
火
）
に
鹿
狩
瀬
町
公
民
館
で
自

主
防
災
組
織
結
成
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
自
衛
隊
等
の
公
助
機
関
が
、
災

害
発
生
時
か
ら
被
災
地
到
着
ま
で
の
行
動
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
発
生
直
後
か
ら
一
定
期
間
、
自

助
・
共
助
の
力
を
発
揮
し
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
組
織
作
り
の
重
要
性
を
参
加
者
全
員
が

理
解
し
、
同
日
付
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
た
。

た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
被
害
想
定
に
つ
い

て
令
和
元
年
と
の
想
定
の
違
い
を
確
認

し
、
普
段
か
ら
備
え
る
事
の
大
切
さ
に

つ
い
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
配
布

が
あ
り
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

各

地

区

区

長

定

期

総

会

令
和
八
年
度
区
長
定
期
総
会
が
4
月
９
日
（
木
）
恒

富
地
区
（
国
技
館
）
、
４
月
１
７
日
（
金
）
川
中
地
区

（
川
中
コ
ミ
セ
ン
）
４
月
１
８
日
（
土
）
東
海
地
区

（
東
海
コ
ミ
セ
ン
）
・
伊
形
地
区
（
土
々
呂
コ
ミ
セ

ン
）
、
4
月
２
４
日
（
金
）
北
川
地
区
（
北
川
コ
ミ
セ

ン
・
北
浦
地
区
（
北
浦
総
合
支
所
）
、
４
月
２
５
日

（
土
）
岡
富
地
区
（
岡
富
コ
ミ
セ
ン
）
、
4
月
２
６
日

（
日
）
南
方
地
区
（
南
方
東
コ
ミ
セ
ン
）
、
４
月
２
８

日
（
火
）
北
方
地
区
（
北
方
コ
ミ
セ
ン
）
、
５
月
１
１

日
（
月
）
南
浦
地
区
（
旧
浦
城
保
育
園
）
に
て
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
、
前
年
度
の
事
業
報
告
に
引
き
続
き
新
年

度
の
事
業
計
画
や
課
題
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
結
成
や
防
災
訓

練
・
講
話
に
つ
い
て
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

危
機
管
理
部
災
害
支
援
課
よ
り
地
区
防
災
計
画
及
び
個

別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【東海地区区長総会】

【岡富地区区長総会】

【北方地区区長総会】
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